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音韻

1．大神方言の音素

Ｉ

大神方言には，これまで調査した資料による

と，次のような音素が認められる。

子音音素／，，ｐ，ｔ，ｋ，、，ｍ，、，

ｆ，ＷＳ，ｒ､／

半母音音素／ｊ，ｗ／

母音音素／ｉ，ｒ，ｅ，ａ，ｕ／

モーラ音素／Ｍ，Ｎ，０，Ｑ／

れはやや唇をすぼめて，前へつき出す口構えで

調音されていることに気づく。その口構えで，

〔。〕を発音する気持ちで調音される音声のよ

うである。インフォーマントの内省報告によれ

ば，「ウとオを重ねたもの」，「ウとオの合い

の子」だという。〔の〕で表記されるべきもの

であろうが，本稿では便宜上，スモールキャピ

タル〔Ｕ〕で表記する。これが／ｕ／の一つの

異音である。

いま一つの異音は，いわめる〔ｕ〕である。

この方言の場合，／ｕ／の異音として〔Ｕ〕と

〔ｕ〕を認めるわけであるが，これらは，中舌

母音／Ｙ／がかなり後寄りの調音点をもつため

に，本来の奥舌母音／ｕ／が，調音力学上，下

方へおしやられたものと解されよう。その分だ

け，音声的には「口のすぼまり」という外形的

特徴となってあらわれているものと考え蛎段
その他，母音／ｅ／は音声的には，やや広い

に(:)〕のように調音されている。

1.1母音について

大神（ｕｋａｍ）方言の母音は，音韻的には／

ｉ，１．，ｅ，ａ，ｕ／の体系をもつ。図示する

と次のようになり，特異な体系を示す。

ｉⅡｕ

ｅａ

音声的諸特徴１こつﾚ､て示すと，先ず，中舌母

音／Ｔ／の場合，音声的にはむしろ〔団〕のよ

うに観察される母音であり，他の宮古島方言に

見られる中舌母音〔Ｙ〕（たとへぱ，平良方言

など）に比して，かなり後寄りに調音されてい

るようである。

音色といい，話者が強調して発音する際に上

歯と下歯をぐっと噛みしめて，唇を平らに横へ

強く引き，舌根の緊張を伴なって調音される調

音法といい-．中舌母音／i､／がかなり後寄りに

調音されていることを示すものである。

また，母音／ａ／が中舌母音／1.／に後続す

る際，／i･／から／ａ／への出わたりにおいて，

たとへぱ〔[ｄＴａ〕（父）のように，軽い有声

の軟口蓋摩擦音〔Ｕ〕を伴なって調音されるこ

となどは，／Ｙ／の調音点がかなり後寄りの

〔iIi〕（但し本稿では便宜上，以下に〔ｒ〕と

表記する）であることを示すものと思う。

次に奥舌母音／ｕ／について観察すると，こ

柱１）中本正智著「琉球方言音韻の研究」

１１．１前舌狭母音音素／ｉ／

大神方言の場合，語頭において，母音の前に

〔２〕を伴なうのは少い。かりにあったとして

も，ごく軽い声門破裂音〔２〕であるから，特

に表記する必要もないようである。

勿論，示差的特徴ではない。従って，この方

言における狭母音は調音点の位置によって次の

ように対立を示していると言える。

例／-'ｉ,ｉ／〔ｉ：〕（柄）

／’１，Ｙ／〔Ｙ；〕（要る）

／，ｕ,ｕ／〔Ｕ：〕（「はい」返答）

７
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／,ＴＳＩ／〔､ｉｓｉ.〕

／,ｕｓｉ.／〔ｕｓｉ.〕

／,ｕｓｉ／〔ＵＪｉ〕

(石）

(牛）

(押しなさい）

例／，ｕｋｉｒｕ／「ＵｋｉｒＵ〕（受けなさい）

／，ｕｋｉｒｕ／〔ＵｋｉｒＵ〕（起きる）

／，ｕｔｉ，i,Ｙ／〔ｕｔｉ:.f〕（落ちる）

／,ｕｔｕ／〔ＵｔＵ〕（音）

1.1.2中舌狭母音音素／1.／

この方言に現われる中舌母音の音声的特徴に

ついては，１．１の「母音について」の項におい

て述べた。音声学的にはかなり後寄りに調音さ

れる〔ｎであることは，すでにみた通りであ

る。

これが無声子音〔ｐ，ｋ〕と結びつくとき，

無声の摩察的燥音〔ｓ〕が起きて，それが起き

ないものと，それぞれ音韻的に対立することが

ある。たとえば次の通り

例／ｐａｋｉ／〔ｐａｋｉ～ｐａ６ｉ〕ＧまけP;禿ずた）

／ｐａｍＨ/〔ｐａｋＹ～ｐａ６Ｙ〕OIiiぐ，はぐ）

／ｐａｋｉ／〔ｐａｋｓｉ．〕（吐く）

1.1.5中舌広母音／ａ／

広母音〔ａ〕は他の宮古島方言の母音に比し

て特に変わった音声的特徴を示すことはない。

〔ａ〕は他の母音と次のように対立する。

例／，ａ,ａ／〔ａ：〕（粟）

／，ｉ，ｉ／〔ｉｚ〕（柄）

／，ｕ'ｕ／〔ｕ:〕（「はい」返答）

1.2子音について

大神方言の大きな特徴の一つとして，従来指

摘されてきたことは「破裂の有声音（ｂ，ｄ，

ｇ）がまったくない」ということである（「全

国方言資料」第'1巻琉球編Ⅱ参照）。

ところで，先に，1.1.2の項でもふれておい

たが，中舌母音／Ｙ／が無声の破裂音と結びつ

くとき〆無声の摩擦的操音〔ｓ〕を伴なうこと

により，それを伴なわないものに対して音韻的

に対立を示すことが認められた。

これについては崎山理氏が「国語学」５４誌

上ですでに一つの解釈を示された。それによる

と，「…／ｃ，／，／ｃＹ／と解すべく～」と

あるから，大神方言には／’／〔ｓＹ〕と，

／’／〔’〕の二つの中舌母音が存することに

なる。

興味ある一説ではあるが，次に述べる理由に

より，ここではとらず，別の側面からの解釈を

試みることにする。

まず，崎山説に従えば，大神方言の母音の体

系は次のようになり，解釈上，無理が生じる。

つまり，大神方言の母音体系は，狭母音におい

これらに関して，１．２においても，更に述べ

ることにする。

1.1.3前舌半広母音音素／ｅ／

／ｅ／が短か母音として現われることは，こ

の方言においては少ない。音声的にはやや広い

〔ｅ(:)〕となって現われることが多い。

例/lnakrsja／〔maksrJa〕（町）

／inakYse／〔makWje〕（店）

／lna，uke，e／〔mauk6X〕（前）

／sIke，esrM／〔s:k印sIm〕(走る）

1.1.4奥舌狭母音音素／ｕ／

音声的には〔Ｕ〕と〔ｕ〕が認められる。こ

れについても，すでに１．１で述べた。〔Ｕ〕と

〔ｕ〕は意味の弁別機能を持たず，音韻的には，

従って，／ｕ／と解される。

８－
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同一調音点において，有声か無声かという示差

的特徴が失われつつあり，ほとんど全く〔ｐ〕

かあるいはそれに近い〔：〕であり，。，ｇに

おいても同様，〔ｔ～：〕，〔ｋ～§〕なので
ある。

ということはどういうことになるのか。音声

学的に少し注意してみれば問題は氷解する。

／ｏｒ／において，大神方言の場合，Ｏが同

じ無声子音でありながら〔－ｓ〕の現われるも

のと現われないものが認められた。もし，これ

だけを他の宮古方言のデーターと比較すれば，

大神方言に現われる現象は正に例外的なものと

なるであろう。

問題はそこにあるのである。先にも見た通り，

大神方言の特徴は，破裂音において，無声か有

声かというｆｅａｔｕｒｅは，その機能を失いつつ

あるということであった。ということは，他の

宮古方言の破裂音と大神方言の破裂音を等し並

みに考えてはならないということである。

大神方言の破裂音の中には，無声音であるに

もかかわらず，その出自を有声音に求められる

べきものも混在している。

従って，それらの音声が中舌母音と結びつく

とき，有声か無声かのｆｅａｔｕｒｅを失いつつあ

るだけに，それは，他の宮古方言にみられるよ

うな，有声の摩擦的操音〔－ｚ〕を積極的に生

成する能力を持たないのである。

このように，大神方言の無声破裂音の中には，

消極的に，しかしながら有意味的に，己の出自

（有声子音であること）を語ることしか出来な

いものもあるわけで，それらが結局／ｏｒ／に

おいて〔－ｚ〕を示さないということなのであ

る。

だから，大神方言の／ｏＹ／において，全く

同じ音声環境で，〔－ｓ〕を伴なうものがあり

て，４つの音素対立を認めなければならず，体

系上，著しく不均衡である。

Ｔｕ

ｅ ａ

前舌中古後舌

また，大神方言以外の他の宮古方言で一般的

に観察されるＯ＆Ｙ，ＯｚＹ（ただしＯは子音）

においては，〔－ｓ〕，〔_ｚ〕は直前のＯに

より条件づけられていることもわかっている。

つまり，ｏが無声音か，有声音かによって，

〔－ｓ〕か，あるいは〔－ｚ〕が現われるので

あるが，この事実は，大神方言の音韻的解釈の

際にもきわめて重要な意味をもつことが，これ

から示す諸例によって理解されると思う（こ

れについては，すでに平山博士が「国語学５６」

誌上で発言され，中本正智氏も「琉球方言音韻

の研究」で発言しておられる）。

例〔ｓａｋｉ・〕（手拭）………（１）

〔ｓａｋｓｉ．〕（先，先端）……（２）

上例によれば，(1)と(2)は音韻的に対立を示す

ものであり，しかもそれは，〔－ｓ〕という

ｆｅａｔｕｒｅがあるか，ないかの一点に求められ

ている。つまり，〔－ｓ〕は示差的特徴である

ということになる。

そして，すくなくとも，上例を一見したかぎ

りでは，上に示した対立は「母音の差による対

立である」かのような錯覚におちいりやすい。

しかしながら，実は，そうではなくて，大神

方言にも，後で示すように，「直前の子音」が

条件づけとしての機能を果たしていることがわ

かるのである。

大神方言の場合，有声の破裂音（ｂ，ｄ，ｇ）

は，実は〔ｐ，ｔ，ｋ～９，９，６〕のように
現われる。両唇，あるいは歯茎，軟口蓋という，

９
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1.2.2歯茎無声破裂音音素／ｔ／

音素／ｔ／も／ｐ／と同様，音声的に〔ｔ～

9〕のように実現される。つまり，〔ｔ〕と

〔：〕は自由変異であると認められるというこ

とである。

例／、，ａ／〔ｔａ：〕（田）

／ta'ｉ／〔ｔａｉ~gai〕（机）
／ｔａ，ｉｋＹ／〔ｔａｉｋｎ（大変，危い）

／tu'ｕ／〔、:～９ｕ：〕（自分，己）

／tukU／〔tuku～guku〕（毒）

／tusi.／〔tusY～gusi.〕（友人）
／ｔｕｓｉ.／〔ｔｕｓｉ．〕（年令，年）

ながら，〔－ｚ〕を伴なうものが現われないと

いう理由で，その対立を母音の差によるものと

し，／ｑ／と／i､／に解するとすれば；それは

誤解を生むであろう。

大神方言の場合／ＯＹ／において，〔－ｓ〕

が現われることは，直前の子音が本来的に無声

子音であることを顕在的に示す標識であり，何

も現われないということは従ってｎｅｇａｔｉｖｅ

に，直前の子音が潜在的に有声子音であること

の標識と解すべきである。それは〔１３，９，６〕
という音声の実在によっても知ることができる。

例〔ｍｋＹ〕（右）…･…･….(8)

〔ｍｌｆＹ〕（道）…………(4)

1.2.3軟口蓋破裂音音素／ｋ，児／

この方言は，一般的に言って，有声と無声の

対立が失われている方言であった。これは先に

見てきた通りである。

しかし，これまでの資料によると，軟口蓋破

裂音の〔ｋ〕が中舌母音と結びつくときに限り，

有声と無声の対立が認められる。

例／灯，Ｙ／〔ｋｉ.：～６１〔：〕（地面，字）

／kir，Ｔ／〔ｋｓｉ.：〕（ちち（乳））

／pa応Y／〔pakT～pa6i.〕（脚）

／ｐａｋｉ.／〔paksi.〕（吐く）

／ｓａ耐／〔ｓａｋＹ～ｓａｇＹ〕（手）

／ｓａｋＹ／〔ｓａｋｏＹ〕（先，とがった先）

1.2.1両唇無声破裂音音素／ｐ／

この方言の音素／ｐ／は音声的には〔ｐ～Ｒ〕
のように実現される。この関係は，いわば自由

変異と認めてよい。これについても，すでにふ

れた。〔Ｂ〕はさらに無声化がすすんで，もは
や有声と無声の対立を示さないまでに統合して

しまい大神方言の大きな特徴の一つを形成す

るに至っていると見ることができる。

例／ｐａ，ａ／〔ｐａ：〕（葉）

／ｐａｍ／〔paU～baU〕（棒）

／paka，Ｙｍ／〔pakaY1rr~bakaYm〕（奪う）
。

／ｐａｋａｌＹｍ／〔ｐａｋａＹｍ〕（計る）

／ｐｉ，ｉ／〔ｐｉ：〕（庇）

／pi，ｉ／〔ｐｉ:~Bi：〕（酔う）

／pYm／〔pYm~い゛、〕（坐る）
／ｐｄ，ｕ／〔ｐｕ；〕（帆）

／pu，ｕ／〔ｐｕ:~Ru:〕（紐）
／ｐｅ'1.／〔ｐ６１．〕（行く）

／ｐｅＹ／〔pei．〕（針）

1.2.4鼻音音素／ｍ，、／

この方言の鼻音は調音点が両唇か歯茎かによ

り意味の区別をする。呼気をいったん歯茎で閉

鎖し，破裂と同時に鼻むろへ呼気を流して得ら

れる音声で，これを／ｎ／とすれば，／ｍ／は，

両唇において破裂が行なわれる通鼻音である。

例／ｍａ,Ｙ／〔ｍａＴ〕（米，稲）

／ｎａＷ／〔ｎａＹ〕（実，果実）

－１０－
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／ｍａ，ｉ／〔ｍａｉ〕（～も～）

／、a，ｉ／〔ｎａｉ〕（～なる（成る））

／maklm／〔ｍａｋＷｍ〕（蒔く，巻く）

／ｎａｋｉ.m／〔ｎａｋｓＹｍ〕（泣く）

／ｍｉ,ｉ／〔ｍｉ：〕（目）

／、i,ｉ／〔、ｉ：〕（根）

／maki．／〔maksi.〕（松）

／ｎａｋＹ／〔ｎａｋｓｉＤ（夏）

／uriru／〔uriru〕（下りる）

／para／〔para〕（柱）

/6ara，ｉｔｕ，Ｔ/〔paraitUJ～baraitljY〕(笑う）
。

／para，ati／〔para:ｔｉ〕（払う）

/Ｐａｒi／〔ｐａｒｉ〕（畑）

／PTri／〔p･ｉｒｉ～ＲＹｒｉ〕（坐れ）
／ｐｅｒj／〔ｐ６ｒｉ〕（行け）

／ｋａｒａｐａｉ.／〔ｋａｒａｐａＴ〕（灰）

1.2.5摩擦音音素／ｆ，ｖ，ｓ／

この方言における摩擦音音素として／ｆ，ｖ，

ｓ／の三個が認められる。／ｆ，ｖ／は唇歯摩

擦音であり，／ｓ／は歯茎摩擦音である。／ｆ，

ｖ／は同一調音点において，有声と無声で対立

を示しているのに対し，／ｓ／はその対立する

有声子音を持たない点特徴的である。

例／Ｑｆａ／〔ｆｆａ〕（草）

／Ｑｖａ／〔ｖｖａ(:)〕（君）

／Ｑｆｉ／〔ｆｆｉ〕（かむ）

／ＱＶｉ／〔ｖｖｉ〕（売る）

／ＱｓＴ／〔ＳＳＴ〕（巣）

／ＱｆＹ／〔ｆ；〕（櫛）

／ＱｓＹ／〔ｓ：〕（塵）

／Qfakam／〔ｆｆａｋａｍ〕（暗い）

／QsYkam／〔ssTkam〕（白い）

1.2.7半母音音素／ｊ，ｗ／

大神方言の半母音音素には／ｊ，ｗ／が認め

られる。／ｗ／の現われる頻度は，これまでの

資料によれば，きわめて小さい。

また，この半母音が他の子音と結合して，唇

音化を起こす現象もほとんど見られない。非常

に少数の語例においてしか認められない点もこ

の方言の特徴の一つである。

例／７ｗａ'7M／〔waYin〕（追いかける）

／，ｗａ，akl／〔wa:ｋｉ〕（上，上部）

／，ｗａ，a／〔ｗａ：〕（豚）

／，ｊａ，a／Ｃａ：〕（家）

／，ｊａ，asYkaM/〔ｊａ:sYkam〕（腹が減る）

／，ｊａ，akYm9/〔ja:kYme〕（やもり）

／，ｊａ，ara／〔ｊａ:ra〕（腰,帯をしめるところ）

／，ｊｕ，Ｙ／〔juh.〕（夜）

／，juka／〔ｊｕｋａ〕（床）

／，juki.／〔juksi･〕（斧，よき）1.2.6歯茎ふるえ音音素／ｒ／

この方言において，／ｒ／が語頭にたつこと

はほとんどみられない。これもこの方言の特徴

の一つである。

／，a，Tri／〔aYri〕（言う）

／'ara／〔ａｒａ〕（糠）

／'arapana／〔arapana〕（一番，最初）

／'arami'i／〔arami：〕（粗い，粗い目）

／,iralpY/〔irapY～ira9T〕(送ぶ）

1.3モーラ（拍）音素

この方言では次のようなモーラ音素が認めら

れる。

（１）／Ｑ／〔ｆ，Ｖ，ｓ〕

（２）／０／〔０〕

（８）／Ｍ／〔ｍ〕

（４）／Ｎ／〔ｎ〕
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１．３．１／Ｑ／について

これまでの資料によれば，〔ｐ，ｔ，ｋ〕は

／Ｑ／に立つことがない。これが事実であれば

これもおそらく大神方言の大きな特徴の一つに

なるであろう。更に調査する必要がある。

この方言で／Ｑ／に立ち得るのは，これまで

の資料によれば〔ｆ，ＷＳ〕のみである。摩

擦音の〔ｆ〕〔ｖ〕〔ｓ〕は，語頭，語中，語

尾において常に〔ｆｆ－〕〔－ｆｆ－〕，のよ

うに現われる。これは〔ｖ〕〔ｓ〕においても

同様である。

これらについては，従来の解釈は成節的音素

として扱われることが多かったようである。

事実，これらの子音は，語頭，語中，語尾に

おいて，単独で現われることもある。

しかし，このような場合は，インフォーマン

トによっては，たいてい〔：〕，〔：〕などの

口構えをかすかに残しつつ調音しているようで

ある。

また，これらの音声は，例えば〔ｋ:ftika:〕
Ａ

＜作ったら＞などの場合，更にｌｌｉ(のような形を

とることができる。

〔kfat6：〕～〔k3fate:〕＜作らない＞

〔kfitu〕～〔k3fitu〕＜作った＞

〔kfe：〕～〔k3fe：〕＜作った＞

つまり，〔ｆ〕は成節的音素のように見られ

たが，それが〔ｆａ〕，〔ｆｉ〕，〔ｆｅ〕の

ように／ｃｖ／の形で語中に現われてくるとい

うことは，従来，それらが成節的子音として認

定されたことの不当性を示すものであろう。成

節的子音のように見えたのは，実は母音が無声

化した音声的な形であって，音韻的には／ｉ，

1.,ｕ／などの母音を補って解釈することが可

能なものだと思われる。大神方言の／Ｑ／は実

はこの母音の無声化による同化現象の一つであ

るといえる。次に／Ｑ／の例を示す。

／Ｑｆａ／〔ｆｆａ〕（子供）

／ｋａＱｆｉ／〔ｋａｆｆｉ〕（かくす）

／ｍａＱｆａ／〔ｍａｆｆａ〕（枕）

／ｔａＱｖｉ／〔ｔａｖｖｉ〕（たぐる）

／ｋａｖｖｉ／〔ｋａｖｖｉ〕（被る）

／Ｑｖａ／〔ｖｖａ〕（君）

／Ｑｖｉ／〔ｖｖｉ〕（売る）

／QsaM／〔ｓｓａｍ〕（しらみ）

／ＱｓｒｋａＭ／〔ssifkam〕（白い）

／Qsusi.／〔sSus～ssusD（印，しるし）

１．３．２／Ｍ／，／Ｎ／，／ｏ／について

大神方言には／０／と／Ｎ／，／Ｍ／の区別

が認められる。たとえば

／Ｎｔａ／〔ｎｔａ〕（どこ）

／Ｎ'Ｎｋｉ／〔ｎｎｋｉ〕（抜きなさい）

／Ｏｋｊａｔｉ／〔Ｏｋｊａｔｉ〕（百足）

／ＤｋｉＭ／〔Ｏｋｉｍ〕（帰る）

／Ｍ'Ｍｋｕ／〔ｍｍｋＵ〕膿）

／Mki.／〔mki･〕（道）

／Ｍ'Ｍｋｉ／〔ｍｍｋｉ〕（いもかずら）

／Ｍ'Ｍｔａ／〔ｍｍｔａ〕（実）

／Ｍｔａ／〔ｍｔａ〕（士，粘土）

／Ｍ，Ｍｎａ／〔ｍｍｎａ〕（みんな）

／Ｍｎa'ａｋｉ／〔ｍｎａ:ｋｉ〕（半分）

／Mnaka／〔ｍｎａｋａ〕（まん中）

以上の例からもわかるように,／M/L（／

の後には種々の子音が続き得る｡つま､,／Ｍ／

／Ｎ／は後続の子音のいかんにかかわらず，そ

れだけで一音節を形成する点，／０／と区別さ

れる。／D／は常に／ｋ／の直前にたつと記述

することができる。
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2．音韻対応

大神方言と国語（奈良時代日本語）の音韻対

応を中心として，部分的には首里方言，宮古平

良方言などとの音韻対応について略述する。本

稿は中間報告であるから，詳細な点について明

らかにすることはできない。更に綿密な調査研

究が望まれる。

pani（羽，翼）「波祢」（万，３６２５）

pu1uki（仏）「保止Ｚ気Ｚ」（仏足石歌）
tira（寺）

tani（種）「多袖（万３７６１）

ti：（手）「」（記，下，仁徳謡，７０）

kaki（影）「加気Ｚ」（万，４４６９）

kati（風）「加是」（万，４５１４）

kani（鉄）「加尼」（記，上，注）

mi：（目）「米乙」（記，上，謡３，万,１３１）

2.1母音の対応

国語と大神方言の母音の対応関係は次のよう

になっている｡

（国語）ｉｅａｏｕ（c,ｓａｉａｅａｏ
のあと）

甲乙

2.2子音の対応関係

2.2.1カ行子音

（国語）；カキ
ーー

甲乙

クケ．

Ｊ

神一一一口
大
方

く

ａｕｌ１・・ａｌａｌａｕ

(秀譽） kａｋｓＹｋｉｆｕｋｉｋｕ例①／1.／が上代国語イ段甲類に対応する。

kalPi・ｎｉ（垣，垣根）「加岐」（記，神武）

kTn（着物，衣）「伎奴」（万，３４５３）

lP)ｆ１．ｍ（聞く）「岐久」（記，仁徳）

②／ｉ／が上代国語イ段乙類に対応する。

ｋｉ：（木）「紀」（万，五，８１２）

ukim(起きる）「於己施智」蝿,顕宗謡,８３）

③／ｉ／が上代国語イ段音に対応する。

isi･(石)｢伊斯」（万,813)，｢伊志｣価４３１０）

ｉｔＵ（糸）「伊止」（歌経標式），

「伊刀」価４４０５）

iru（色）「伊呂」（万，８５０）

ｉｔａ（板）「伊多」（記，下，雄略謡，１０５）

ikj6（烏賊）

④／ｉ／が上代国語エ段音に対応する。

aJi（汗）

ami（雨）「阿米」（記，下，允恭謡，８２）

ｕｔｉ（腕）

①力→ｋａ

例ｋａｓａ（笠）

ｋａｓ.,・糖）

ｋａｋａｍ（鏡）「加賀美甲｣(記,下,充謡９１）

②キ→ｆＴ

ｆｌＷｍ（聞く)「鰭都都」（万,868）
③キー+ｋｉ

ｋｉｋｌ．（傷）

ｋｉ：（木）「紀」（万，８１２）

④ク→ｆｕ

ｆ８ｌ:Ｙ（口）「久知」（記，中，神武謡13）

ｆ８ｋＹ（釘）

ｆｕｍｕ（雲）「久毛」（記,神武謡２１）

ｆｕｍ（汲む）

⑤ケ→･ｋｉ

Ｍ１．ｍ（蹴る）
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ｋｉｋｌｒｉ（削る）

⑥．→ｋｕ

ｋｕｋｎｍ（糟くう「許乙j我牟」（万叺4398Ｄ

ｋｕｓｌ（腰）「許乙志」（万，８０４）

例①タ→ｔａ

ｔａ：（田）「多」（万，４４５５）

ｔａｋａｋａｍ（高い）「多可久」（万，３６２７）

ｔａｋｌ（竹）「多気乙」（万，８２４）
②チ→ｋｓＹ

ｋｓＴ：（乳）「知」（万，４１２２）

ＩＰＩ､kakam(近い）「知香難務」

（万，３８５１）

③ツ→IＰＴ

ｌＰＴｋａｉ（使いなさい）「都可比甲」

（万，３６２７）

kSTIP･１．ｍ（包む）「都都美甲亜」

（万，4102）

ｋＳＹｋｉ（突け）「都久」

（記，下，清寧謡１２）

Ｉｈｎａ（綱）「都奈」（万，３６５６）

ｌＰｉＪｉ（釣る）「都里」（万，3956）

④→ｔｉ

ｔｉ：（手）「三」（万，９０４）

ｔｉｋｉ（敵）

ｔｉｒａ（寺）

ｔｉｍｐａｖ（虹）

⑤卜→ｔｕ

ｔｕ:ｋａｍ(遠い）「登乙保久」（万,3688）

ｔｕｆＹｍ(研く．）「刀甲具」（万，４４６７）

ｔｕｋｉｍ（浴ける）

ｔｕｐｉ（飛べ）「等甲比可弊流」（万,876）

ｔｕｓｉ.(年）「得乙之」（万，830）

例外

①チ→ｔｉ

ｔｉｋａｉｔＵｕｉ.(違っている）

②ツ→ｔｉ

ｔｉ(:)ｒｕ（弦）

③ジ，ヂ；ズ，ヅ→ｔｉ

ｔｉｐａｎ儒祥）

2.2.2サ行子音

（国語）；サ，シ，ス，セ，ソ

(杢譽)； ｓａ，ｓｒ，ｓ１，．，Ｊi，ｓｕ

例①サ→ｓａ

ｓａｋｉ（酒）「左気乙」（万，８５２）

ｓａｔａｒ６：（先に）

ｓａｐｒ（錆）

②シ→ｓＹ
ｂよ・・

ｓ１ｋｌｍｉｍ（沈む）

ｓＹｔａ（舌）

ｓｒｍａ（島）「之麻」（万，3601）

③ス→ｓ１

ｓＹ：ｓＹ（すす）「酢四手」（万，2651）

ｓＴｔｉｍ（捨てる。失う）

「須底」（万，４２１１）

ｓＹｍ（炭）

④セ→ｊｉ

Ｊｉｎ（線）

Ｊｉｐａｋａｍ（狭い）

⑤ソ→ｓｕ

ｓｕｒｉ（剃れ）

ｓｕｔａｔｉｒｕ（育てる）

ｓｕｔｉｋａｋｉ（袖かけ）「蘇甲泥」（万，３９3973）

2.2.3夕行子音

（国語）；夕チ（ヂ)(ヅ）ツテト

(秀譽） ；ｔａｌＰｉ．lPi・ｔｉｋＴｔｕ
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ｔｉｎ（金）

ｔＵ：（尾）

例外の①～③はおそらく首里方言などの破擦

音〔ｔＪ，ｔｓ；ｄａｄｚ〕などに対応するもので

あろう。これらは国語（奈良時代）の音韻と直

接には結びつけられないようである。

nｕｔｕｐｕｎｉ（のど）

numi（飲め）「能乙弥亘Ｉ（万，８２Ｄ

ｎＵｍ（蚤）

､ｕ:ｒｉ（乗る）「能乙里」（万，4062,

2.2.5′､行子音

(国語）；へ,(甲）上，フ，ヘ，ホ
2.2.4ナ行子音

(国語）；力気ヌ，ネ，ノ
Ｊ

神一一一一口
大
方

く

pa，ｐｓＴｆｕ ｐｌ Ｐｕ

(籍)；。。、●

ＡＩ

ｎｕｎｌｎｕ

Ｎ
例①ハー･ｐａ

ｐａ：（葉）「波」（記，中，景行謡３２）

ｐａ.'．（蝿）

ｐａ､１．ｍ（這う）

ｐａｋａＴｍ（計る）

paki．（脚）

②ヒー+ｐ８．１.

ｐｓＴｋａＴｍ（光る）「比甲加流｣⑤,855）
ｐｓＹｋｉ（ひげ）「比甲宣」（万，８９２）
psTks.,.、（ひっぱる）「比甲岐以例」

（紀極）

ｐｓＹｓ､1.ｍａ（昼間）「比甲流」（万,４０８９）
ｐ１．ｔａ.!．（左）

ｐｓＴｔｕ（人）「比甲登」（万，７４４）
③ヘー･ｐｉ

ｐｉｎａＴｍ（減る）

ｐｉ：（庇）

④フー･ｆｕ

ｆｕｋｓＴｍ(吹〈）「布伎甲多豆受」Ｏ

（万，８９２）

ｆｕｎｉ（船）「布祢」（万，８７５）

ｆ８ｔａ（蓋）

ｆｕｊｕ（冬）「布由」（万，４００３）

ｆｕｒｕｋａｍ（古い）「布流之」（万，３９２０）

例①ナ→ｎａ

ｎａｋａｓａ（長さ）「奈我家牟」（万,4006）

ｎａｋｓＹｍ（泣く）「奈伎都都」

（万，３７６２）

ｎａｍ（波）「奈美甲」（万，３６０９）
ｎａｔａ（涙）「那美甲多」（万,７９８）

②二→、ｉ，Ｎ

ｎｉ：（荷）

ｎｉｍ（煮る）

ｋaｎ（蟹）「迦迩」（記，中，応神謡４３）

Ｕ、（鬼）

③ヌ→ｎｕ

ｎｕｎｕ（布）

nufukam（暖い）

ｎｕｍ（塗る）

④ヌ→Ｎ

ｎ:ｋｉ（抜きなさい）

⑤ネ→ｎｉ

ｐａｎｉ（羽）「波祢」（万，３６２５）

ｔａｎｉ（種）「多ﾈｶＵ（万，３７６１）

ｎｉ：（根）「泥」（記，中，神武謡１２）

⑥ノ→ｎｕ．
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ｍ:ksT（六つ）

④〆→ｍｉ

ｍｉ：（目）「米乙」（記,上,中,神武謡l８Ｊ９Ｄ

ａｍｉ（雨）「阿米乙」（記,下,允恭謡８２）

ｉｍｉ（夢）「伊米乙」（万，８０９）

pakYmim（始める）「波自米乙」
（万，４１３７）

⑤モ→ｍｕ

ｍｕｋｓＴｍ（持つ）「母多受」

（記，下，仁徳調６５）

ｍｕｍｉ（操め）「毛美甲」（万，３８８０）

ｍＵｒｉｔＵ（漏れている）

ｍｕｉｒｕ（燃える）「毛甲由流」

（記，中，景行謡，２５）

ｍｕｍｕｎｉ（腿）「毛甲毛甲那賀」
（記，上，謡，４，６）

munui．（ことば，ものいい）

⑤ホー･ｐｕ

ｐｕｔｕｋｉ（仏）「保止乙気乙」
（仏足石歌）

ｐｕ:～ｐＵ：（帆）

ｐus：（星）
ｐＵ：～ｐｕ：（穂）

2.2.6マ行子音

(国語）；マ，(甲)ミ，ム，〆，モ
(秀譽)；

(秀譽）；、Ｍ,ｍｉＭ,ｍｐｍ１ｍⅢ

例①マ→ｍａ

ｍａ:ｓｕ（塩）「志本甲」（記爪仁徳謡７５）
ｍａｋｓ７（松）「麻都」（万，4501）

makoYm(蒔く）「末蝉保之」
（万，４１１３）

ｍａｔｕ（窓）

ｍａｆｆａ（枕）「麻久良」（万，809）

②ミ→ｍｉ，Ｍ

ｍＭ（水）「美伸戸」（万,4002）
ｍｉｍｉＷ（駈蜴|）

ｍｉ：ｒｕ（見る）「美甲礼婆」（万，８００）
ｍｋＩ（右）

ｍｋｏＹ（道）「美(甲1知」（万，3694）
ａ、（網）「安美(甲)I（万，3917）

⑩"、(満ちている)｢美(甲i都」
（万，３６１０）

③ム→ｍｕ，Ｍ

ｍｕｒａ（村）

muk.,.（麦）

ｍｕｋＵ（婿）

ｍｔａｐａｌ．（六束）

2.2.7ワ行子音

(国語）；ワ，ヱ，ヲ

(秀譽)；。．，！，ロ

例①ワ→ｐａ

ｐａｋａｋａｍ（若い）「和可家礼婆」

（万，９０５）

ｐａｋｓＴｔａ（わきの下）「和岐甲豆紀乙」
（記，下，雄略謡，１０５）

paksYmiki.（湧き水）

ｐａｋｉ：ｒｕ（分けなさい）「和枳甲三Ｊ

（万，4089）「都由和気乙」（万，4297）

passYm（忘れる）「和須良牟」

（万，４３４４，防人歌）

ｐａｔａ（腹）「波良」（記，下,仁徳謡61）

ｐａｔａＴｍ（渡る）「和多之」（万，３９０７）
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②ヱ→ｐｉ

ｐｉｋｉｔｕｍ（男）

ｐｉ：ｔｕｕｉ．（酔っている）

（記，中，

例②

ａｖｖａ（油)，ａｂｕｒａ＞ａｖｖａ

ａｖｖｉ（灸る），ａｂｕｒｉ＞ａｖｖｉ

ｋａｖｖｉ（被る），ｋａｂｕｒｉ＞ｋａｖｖｉ

ｖｖａ（君)，ｕｒａ＞ｖｖａ

ｖｖｉ（売る），ｕｒｉ＞ｖｖｉ

ｔａｖｖｉ（たぐる),ｔａｇｕｒｉ＞ｔａｖｖｉ

「恵比甲」
応神謡５０）

③ヲ→ｐｕ

ｐｕｔｕ

●●

ｐｕＩ・ｍ

ｐｕ：～

（夫）

（祈る）「乎良目｣(万,３９０４）

ｐＵ：（紐）（麻）「遠」

（記，上，謡，２） この方言でｇ＞ｖの音韻変化が起こるとい

うことは，ｋ＞ｆの音韻変化を考慮にいれない

と理解が困難になり，はなはだ奇異に感じられ

るであろう。

先に力行子音の音韻対応の項でも述べておい

たが，。→ｕ，ｅ→ｉの母音変化が起きたため

にｕは子音ｋを唇歯音化させて，オ段とウ段の

対立を守った。この変化は実に体系的に行なわ

れているから，従って，

ｋ；ｆ＝ｇ；ｘ

の構造式におきかえて考えることができる。つ

まり力行子音の一部が変化すれば体系の均衡を

保つために他のガ行子音の一部にも類推変化が

及ぶものと考えることができる。

ところで，先に，この方言では有声と無声の

対立が失われつつあるとも記述した。もし完全

にその対立が失われているのであれば，ｔａｖｖｉ

（たぐる）のような同化現象は起こらなかった

であろう。力行子音がイ段においてのみ，Ｍ

とlfTの最小対立を示したことと，ｋ→ｆ，

ｇ→ｖの体系変化の存在が相照応している事実

は，有声と無声の対立が完全に失われていない

ことを示すものであり，誠に興味深いことでも

ある。

大神方言の有声子音は半有声子音となり，さ

らに進んで無声子音化している。学者の中には，

この現象をさして注意するとともなく，「大神

3．大神方言における音韻同化の現象

大神方言には種々の音韻同化現象が見られる

が，これらをまとめて法則化すれば，次のよう

に記述することができる。

Ｌｉｎｔｅｒ－ｖｏｃａｌｉｃな〔ｒ〕の同化現象

Ｌその他の音韻同化現象

3.1ｉｎｔｅｒ－ｖｏｃａｌｉｃな〔ｒ〕の同化現象

について

法則(1)Ｏ１Ｖ１－ｒ－Ｖｉ＞ChO2V2において

０，＝無声子音ならばＵ２＝無声子音..．①

０，＝有声子音ならば０２＝有声子音…②

ただし，①②のｖ＝狭母音

例①

ｍａｆｆａ（枕),ｍａｋｕｒａ＞ｍａｆｆａ

ｆｆａｋａｍ(暗い），ｋｕｒａ＞ｆｆａ～

ｆｆｕ（黒)，ｋｕｒｏ＞ｆｆｕ

ｆｆｕ（降る），ｆｕｒｕ＞ｆｆｕ

ｆｉ:、（くれる），ｋｕｒｅ～＞ｆｆｉ～＞ｆｉ：～

ｍｕｓｓＵ（筵),ｍｕｓｉｒｏ＞ｍｕｓｓＵ

ｓｓａｍ（しらみ)，ｓｉｒａｍｉ＞ｓｓａｍ

ｓｓ１ｋａｍ（白い），ｓｉｒｏ～＞ｓｓｕ～＞ｓｓ，～

ｐａｓｓａ（柱)，ｐａｓｉｒａ＞ｐａｓｓａ

ｐａｓｓＴｍ（忘れる),wasure～＞basure～＞passlin
O
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方言には有声と無声の区別が全くない。」とす

る人もあるが，もしそうだとすれば，上のｇ→

ｖという音韻変化の説明は不可能である。有声

音がなければ，これらはｋ→ｆと等しく変化し

たはずであるのに，実際にはｇ→ｖの変化を示

しているのである。

ｉｎｔｅｒ－ｖｏｃａｌｉｃな〔ｒ〕の同化現象は，

いわば進行同化であるから，大神方言の同化現

象は二つながら進行同化であるのに対し八重

山鳩間方言などは，進行同化と逆行同化が並存

する同化現象の型と言えよう。

鳩間方言には宮古方言と共通する音韻現象が

多く認められるので，参考までに例を示してお

く。

①逆行同化の例

ｓｓａ（草），ｋｕｓａ＞ｆｕｓａ＞ｓｓａ

ｓｓｕ（糞），ｋｕｓｏ＞ｆｕｓｕ＞ｓｓｕ

㈹奈良時代日本語に関する資料は，主として

「上代仮名遣辞典」（金田一京助監修）によ

った。

また，大神方言の資料については琉球大学

沖縄文化研究所編「宮古諸島学術調査報告一

言語文学編」も参考にした。

3.2その他の音韻同化現象

ｉｎｔｅｒ－ｖｏｃａｌｉｃな〔ｒ〕の同化現象のほ

かに，この方言に見られる同化現象はprogressiv

assimilation(進行同化）である。進行同化の

それぞれは無声子音に狭まれた母音が無声化し

て脱落することから始まるものとみられる。従

って，これらの同化現象はすべて，母音変化

（三母音化）の終了した後に起きたものとしな

ければ，その説明はむつかしい。

3.2.1進行同化

言語の線状性を考慮に入れて，左か右へと同

化現象が進むことを進行同化と呼ぶとすれば，

大神方言には次のような進行同化の例が認めら

れる。

ｆｆａ（草)；ｋｕｓａ＞ｆｕｓａ＞fｆａ

ｆｆａｋａｍ（くさい)；ｋｕｓａ～＞ｆｕｓａ～＞ffa～

ｆｆＵ（糞);ｋｕｓｏ＞ｆｕｓＵ＞ｆｆＵ

ｆｆｕ：（薬)；ｋｕｓｕ～＞ｆｕｓｕ～＞ｆｆｕ８

ｆｆ（櫛)；ｋｕｓｉ＞ｆｕｓＴ＞fｆ
ｏ。

3.2.2逆行同化

進行同化と全く逆の方向に進む同化現象を逆

行同化と呼ぶとすれば，琉球方言の音韻現象の

中にはこれらの例も多く見られる。

これまでの資料によれば，大神方言には逆行

同化の例は認められないが，たとえば八重山鳩

間方言などにはそれが認められる。
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４資料

ａｋａＹｎＵｋａｔａ東の方

aｋａｋａｎｉ銅

ａｋａｋｓ･Ｉ・ 血

ａｋａｒｉｔｕｕｉ・ 明カユるい。

ａｋａＤｋａ 赤ん坊ｂ

ａｋｉｒＵ 上|ずる・

ａｋｉｔｅ：、 上|ﾃﾞなし､ｏ

ａｋｉｔｕ上げたい。

ａｋＹ 味。

ａｌｆＹｋａ、 暑い。

ｋｉ：ｊａａｋ・ｉｋａｍ今日は暑い。

af1.ｓａ 熱い。

a脳.kａｍ熱い。

ｕｎｕｔｊａ：ｊａａｒＹｋａｍこの茶は熱い。

akYmaka、甘い。

ｕｎｕｓａｔａ：ａｋＹｍａｋａｍ

この砂糖は甘い。

alfYmim集める。

ａｋｉｍ 開ける。

ａｓａｋａ、 浅し､ｏ

ｉｍｍａｇａｓａｋａｍ海は浅い。

浅いよ（浅いと思う）。ａｓａｓａ

ａＪｉ 汗

ａＪｉ：ｔｉ～する。

ａｓａｍａｔｉ～なさる。

ａＪＪｅ：ｒａｍａｔｉ～やってください。

ａＪｉｆｆｉ：ｓａｍａｔｉ～やってください。

ｉ･ｖａＺｕｒｉＺａＪＪｅ：ｒａｍａｔｉ

お父さんこれをやってください。

ａｓ・ｉｐｒｍ 遊ぶ。

aｊｉｔｅＸｎ止む。やらない。

ｓＫｋａｍａＵｐａＸａＪｉｔｅ:、仕事をやらない。

遊びRb
●●●

aｓ８ｐｌ

ａ： 粟

ａ：ｋＵ 歌，あやご

aZprpi．泡

ａｎ ある

ａｌｍ，ａＹｒＹ言う。

ａｉｔｕ(Z)･（喧嘩している。

ａＹｔＵｉ．〃

ａＵｎａ 喧嘩するな。

ａｉ 喧嘩しなさい。

aUpUSYkam喧嘩したい。

a･ｉＭＺ 歩く。

mri・ＵｔＵａ・ｉｋｉＸｉ、道を歩いている。
ｏへ

a･iＩａｔｉ歌う。

ａ:ｋＵＸａｉ･Ｖａｔｉうたをうたう。

ａｖａｔｅｘｎ歌わない。

ａＹｒｉｔｕ 歌った。

ａＹＵａｔｅｘｎ歌わない。

a･【ｋ1.ｍ 歩く。

a･ｉｒｉ 言う。

ｍｕｎｕａＹｒｉものを言う。

ａｒＵａｔｅｘｎ 言わない。

ａｒｒｉｍｉＺｒｕ言ってごらん。言え。

ａＹｒｉｐａＺｔａＵｋａｔａＸｍｕｎｕＵｔｕ

言えばよかったのに。

aＵｋＴ扇

aUmiffane:ｍｐＩ３Ｊｔｕ臆病でない人。

ａＵｍｉ肉ｔｕ 臆病な人。
。

a・Ｕｋａ、 青い。

ａｋａＺａｋａＸ 赤Ｖ､ｏ

ｐａｎａＸａｋａｋａｍ花は赤い。

akakam赤い。

akazi．東

ｉ1.西，ｎｉｓＹ北，ｐａｉ南
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